


　
「
開
業
医
復
権
」を
テ
ー
マ
に
23

年
ぶ
り
の
京
都
開
催
で
す
。
2
0

2
5
年
を
目
指
し
、
医
療
提
供
体

制
改
革
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
本
当
に
国
が
示
す
方
向

で
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。今
、世
界

か
ら
、
日
本
の
医
療
に
注
目
が
集

ま
っ
て
い
ま
す
。
国
民
皆
保
険
制

度
を
持
ち
、地
域
に
根
ざ
し
て
、確

か
な
医
療
を
提
供
し
て
い
る
開
業

保
険
医
の
仕
事
を
見
つ
め
直
し
、

国
民
の
い
の
ち
と
健
康
を
守
っ
て

き
た
実
績
を
、
確
認
し
合
い
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。
日
々
の
診
療

の
成
果
、
今
後
の
課
題
等
を
ご
発

表
下
さ
い
。
議
論
を
行
い
、
よ
り

深
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

実
行
委
員
長
あ
い
さ
つ

　
伏
見
医
師
会
と
の
懇
談
会
を

11
月
4
日
に
開
催
、
地
区
か
ら

12
人
、
協
会
か
ら
5
人
が
出
席

し
た
。
伏
見
医
師
会
の
辻
幸
子

副
会
長
の
司
会
で
開
会
、
松
本

恒
司
会
長
は
「
京
都
保
険
医
新

聞
」
は
医
療
界
の
難
し
い
さ
ま

ざ
ま
な
話
題
を
ま
と
め
て
お

り
、
参
考
に
し
て
い
る
。
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
問
題
で
も
協
会
は

い
ち
早
く
講
習
会
を
開
催
し
た

が
、
大
き
な
問
題
を
孕
ん
で
お

り
今
後
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
。
協
会
に
は
経
営
の

サ
ポ
ー
ト
や
休
業
補
償
、
保
険

医
年
金
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
。
伏
見

医
師
会
を
代
表
し
て
お
礼
を
申

し
上
げ
た
い
と
あ
い
さ
つ
さ
れ

た
。

　
新
専
門
医
制
度
に
つ
い
て
、

地
区
か
ら
は
、
60
代
以
降
の
開

業
医
は
制
度
の
枠
組
み
か
ら
外

れ
、
地
域
医
療
を
担
え
な
く
な

る
の
か
。
専
門
医
で
な
け
れ
ば

医
師
で
な
い
と
の
政
策
で
影
響

を
受
け
る
の
は
患
者
・
市
民
で

あ
る
。
市
民
が
望
む
医
師
と
は

何
か
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
し
て
は

ど
う
か
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。 　

協
会
か
ら
は
、
専
門
医
で
な

い
医
師
も
地
域
医
療
を
担
っ
て

お
り
、
専
門
医
で
な
け
れ
ば
医

師
で
な
い
と
の
考
え
方
が
導
入

さ
れ
る
の
は
大
問
題
で
あ
る
。

今
後
の
日
本
の
医
療
制
度
を
見

据
え
、
地
域
医
療
に
従
事
す
る

開
業
医
が
も
っ
と
声
を
上
げ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
た
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
、

医
療
機
関
で
の
保
管
や
情
報
の

一
元
管
理
な
ど
を
危
惧
す
る
声

が
寄
せ
ら
れ
、
協
会
か
ら
は
、

税
理
士
に
渡
す
前
の
一
時
保
管

で
も
、
鍵
付
き
の
ロ
ッ
カ
ー
・

■各分科会10演題
◇第１分科会　認知症分科会（在宅・日常診療・医科歯科連携）
◇第２分科会　癌を含めた終末期分科会（在宅・日常診療・医科歯科連携）
◇第３分科会　 難病（障害、リハビリを含む）分科会（在宅・日常診療・医科歯科連携）
◇第４分科会　高齢者分科会（在宅・日常診療・医科歯科連携）
◇第５分科会　子どもの医療と健康問題分科会（在宅・日常診療・医科歯科連携）
◇第６分科会　メンタルヘルス分科会（在宅・日常診療・医科歯科連携）
◇第７分科会　「生活習慣病」分科会（在宅・日常診療・医科歯科連携）
◇第８分科会　貧困・労働・生活・環境問題がベースにある医療と健康の問題分科会
◇第９分科会　 口腔の健康問題分科会（「保険で良い歯科医療」、「日常診療の工夫」の取

り組み含む）
◇第10分科会　医療技術、医学・医療運動史、医療制度問題・医療運動分科会

■ポスターセッション　15演題予定　質疑５分
◆演題発表作成にあたっての留意点
① 今回は、「患者像」に着目した分科会分類になっており、第１～８分科会のいずれに
おいても「在宅・日常診療・医科歯科連携」からの演題応募ができるようになってい
ます。

②中小病院勤務医、開業医（医科）の先生方へ
　 今回の医療研究フォーラムの目的の一つは、日本の開業医医療の水準の高さと効率
性の良さについて、実践報告の中で明らかにすることにあります。
　 そのため、応募される方のうち、特に中小病院勤務医、開業医（医科）の方について
は、下記の（１）～（４）の留意点を踏まえて発表をまとめていただければと思います。

（１） 2020年度から専門医認定が始まる「総合診療専門医」に対し求められている
６つの能力（下記①～⑥）について、分析視点に組み込んで報告を作成して下
さい。（６項目の全てでなくてかまいません。）

　①人間中心の医療・ケア
　　 患者のことを全人的に理解した上で、コミュニケーションを重視した診療・ケア
を提供するという点からの評価

　②包括的統合アプローチ
　　 疾患のごく初期の段階で適切な臨床推論に基づく診断・治療を行うほか、健康増
進や予防医療まで念頭において対応するという点からの評価

　③連携重視のマネジメント
　　 地域で多職種との良好な連携体制の中での適切なリーダーシップを発揮し、医療
機関同士または医療・介護サービス間での切れ目ない連携を行うという点からの
評価

　④地域志向アプローチ
　　 医療機関を受診していない全住民を対象にした保健・介護・福祉事業への積極的
な参加などを通じて、地域全体の健康向上に寄与するという点からの評価

　⑤公益に資する職業規範
　　 専門性を自覚しながら日々の診療にあたると同時に、自己研鑽を行い、教育や学
術活動に積極的に携わるという点からの評価

　⑥診療の場の多様性
　　外来・救急・病棟・在宅など多様な場での柔軟な対応という点からの評価
（２） 「開業医だからできる医療」「開業医ならではのアプローチ」という点からの評

価を盛り込んで下さい。
（３） 同じような病態の患者さんに対する勤務医時代と開業後の意識の違い、取り組

み方の変化などについても考察して下さい。
（４） 患者さんに必要な医療を提供する上で、保険制度や診療報酬の中身が障害に

なったようなケースについても積極的に取り上げて下さい。

金
庫
等
に
保
管
し
て
ほ
し
い
。

国
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
範

囲
の
拡
大
を
企
図
し
て
お
り
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
自
体
の
中
止
と

と
も
に
利
用
拡
大
を
阻
止
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
保
管
に
伴

う
実
務
や
経
済
的
負
担
を
す
べ

て
事
業
者
に
押
し
つ
け
て
い
る

の
が
問
題
。
万
一
の
漏
え
い
リ

ス
ク
の
対
策
に
は
、
協
会
取
扱

い
の
「
個
人
情
報
漏
え
い
保

険
」
も
活
用
い
た
だ
き
た
い
と

答
え
た
。

　
医
療
安
全
対
策
に
つ
い
て
、

協
会
の
重
要
な
事
業
で
あ
り
、

相
談
時
の
対
応
は
大
変
親
切
で

優
し
く
、
自
信
を
持
っ
て
よ

い
。
ひ
と
た
び
医
事
紛
争
に
な

れ
ば
、
医
師
を
は
じ
め

医
療
関
係
者
は
心
身
と

も
に
大
き
な
負
担
と
な

る
。
今
後
も
会
員
の
相

談
に
は
優
し
く
対
応
し

て
ほ
し
い
と
の
要
望
が

出
さ
れ
た
。

　
協
会
か
ら
は
、
医
師

賠
償
責
任
保
険
を
含
む

医
療
安
全
対
策
は
、
協

会
が
全
国
に
先
駆
け
て

始
め
た
活
動
で
あ
り
、
こ
ま
め

に
会
員
の
声
を
聴
き
な
が
ら

し
っ
か
り
対
応
し
て
い
る
。
会

員
の
声
を
糧
に
活
動
を
広
げ
、

組
織
も
拡
大
さ
せ
て
い
き
た

い
。
協
会
は
会
員
に
支
え
ら
れ

て
成
り
立
つ
組
織
で
あ
る
。
皆

保
険
を
守
る
と
と
も
に
協
会
も

維
持
・
発
展
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
応
え
た
。

　
そ
の
他
、
保
険
請
求
に
関
す

る
質
問
を
は
じ
め
、
診
療
報
酬

改
善
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
対
す
る
運
動

な
ど
多
岐
に
わ
た
る
意
見
が
出

さ
れ
た
。

と　き 2016年10月 9 日（日）～10日（月・祝）
ところ 京都・京都国際会館
主　催 全国保険医団体連合会　　主　務　京都府保険医協会

分科会・ポスターセッション
演題を募集します!!

締　切 2016年３月31日（保団連必着）
 ※今年は締め切りが早くなっておりますのでご注意下さい。

第31回 保団連医療研究フォーラム
「保険で良い医療」を実現する医療実践について考える

「開業医医療の復権」 をめざして

垣田 さち子

　
参
加
者
37
人
は
整
備
と
清
掃

を
分
担
。
自
動
車
整
備
工
の
整

備
技
術
を
生
か
し
、
車
い
す
を

分
解
し
て
の
ブ
レ
ー
キ
・
ネ
ジ

の
調
節
や
、
タ
イ
ヤ
の
隙
間
に

入
っ
た
汚
れ
を
取
り
除
く
な

ど
、
日
頃
は
手
の
届
き
に
く
い

部
分
も
丁
寧
か
つ
手
際
良
く
作

業
し
、
約
2
時
間
で
終
了
し

た
。「
車
い
す
も
心
も
美
し
く
」

の
合
言
葉
通
り
、
作
業
後
の
車

い
す
46
台
は
美
し
く
輝
い
て
い

た
。

　
病
院
か
ら
は
、
医
療
安
全
管

理
者
の
平
尾
茂
子
氏
よ
り
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
行
う
人
だ
け
で

な
く
患
者
さ
ん
も
学
ぶ
こ
と
が

多
い
。
患
者
さ
ん
が
元
気
に
な

ろ
う
と
す
る
意
欲
に
も
つ
な
が

る
。
今
回
、
車
い
す
を
整
備
・

清
掃
し
て
い
た
だ
け
る
の
は
大

変
あ
り
が
た
い
」
と
謝
意
が
述

べ
ら
れ
た
。

病院の車いす整備・
清掃ボランティア
損保ジャパン日本興亜が地域社会貢献活動

　
協
会
の
医
師
賠
償
責
任
保
険

等
を
引
き
受
け
て
い
る
損
保

参加者は車いすも
心も美しく　　　

ジ
ャ
パ
ン
日
本
興
亜
は
11
月
14

日
、
済
生
会
京
都
府
病
院
で
車

い
す
の
整
備
・
清
掃
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
実
施
し
た
。

　
Ａ
Ｉ
Ｒ
オ
ー
ト
ク
ラ
ブ
（
全

国
の
損
保
ジ
ャ
パ
ン
日
本
興
亜

の
代
理
店
の
自
動
車
整
備
工
場

を
会
員
と
し
て
組
織
さ
れ
た
団

体
）
京
都
支
部
と
Ｊ
Ｓ
Ａ
中
核

会
（
プ
ロ
代
理
店
組
織
）
京
都

支
部
は
地
域
社
会
貢
献
活
動
の

一
環
と
し
て
、
年
1
回
、
医
療

機
関
の
車
い
す
の
整
備
・
清
掃

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施
。
実

施
に
際
し
て
は
2
0
1
0
年
よ

り
、
協
会
か
ら
会
員
の
病
院
に

車
い
す
と
作
業
場
所
の
提
供
を

お
願
い
し
て
い
る
。

医療研フォーラムにご応募を!
会員の皆様からの
 演題をお待ちしています。

医
療
安
全
対
策
な
ど
会
員
の
声
糧
に
発
展
を

伏
見
医
師
会
と
懇
談

11
月
4
日
　
伏
見
医
師
会
会
議
室

出
席
者
17
人
で
開
催
さ

れ
た
伏
見
医
師
会
と
の

懇
談

2 0 1 5 年 (平成 2 7 年) 1 2 月 2 0 日第 2 9 5 0 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 2 )毎月 5日･20日･25日発行



見
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
。

　
そ
し
て
、
メ
デ
ィ
エ
ー
タ
の

心
得
と
し
て
次
の
4
点
を
挙
げ

た
。

　
①
自
分
自
身
の
見
解
や
評

価
、
判
断
は
示
さ
な
い
②
メ

デ
ィ
エ
ー
タ
が
双
方
に
代
わ
っ

て
説
明
を
し
な
い
③
提
案
し
な

い
④
解
決
し
よ
う
と
し
て
は
い

け
な
い
―
だ
が
、
意
識
し
て
い

て
も
実
際
に
は
「
病
院
の
職

員
」
が
出
て
し
ま
う
。
ま
た
賠

償
に
関
し
て
の
紛
争
解
決
に
は

関
与
し
な
い
。
具
体
的
な
判
例

や
法
的
な
対
応
を
尺
度
に
考
え

て
し
ま
う
こ
と
も
い
け
な
い
と

自
戒
を
込
め
て
話
し
た
。

　
医
療
メ
デ
ィ
エ
ー
タ
の
認
定

は
、
医
療
機
関
の
ス
タ
ッ
フ
に

限
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

弁
護
士
法
で
、
弁
護
士
以
外
の

者
が
法
律
業
務
に
従
事
す
る
こ

と
を
禁
じ
て
い
る
た
め
、
院
外

の
者
が
医
事
紛
争
に
関
わ
る
と

弁
護
士
法
72
条
に
抵
触
す
る
恐

れ
が
あ
る
。
院
内
の
ス
タ
ッ
フ

が
、
医
療
メ
デ
ィ
エ
ー
タ
と
し

て
支
援
す
る
場
合
は
、
示
談
交

渉
の
一
変
型
と
い
う
こ
と
で
こ

の
法
律
に
は
抵
触
し
な
い
と
い

う
見
解
に
な
っ
て
い
る
。

　
面
談
は
も
ち
ろ
ん
、
電
話
で

の
や
り
と
り
も
含
め
て
必
ず
記

録
し
て
お
く
。
自
分
の
発
言

も
、
相
手
の
言
葉
・
表
現
も
、

感
じ
た
雰
囲
気
も
だ
。
こ
れ
ら

は
、
将
来
的
に
証
拠
と
し
て
残

す
こ
と
に
も
な
る
。
記
録
の
目

的
は
「
義
務
」
と
し
て
で
は
な

く
「
対
話
」
を
進
め
る
た
め
に

利
用
す
る
。

　
南
氏
は
手
書
き
で
そ
の
場
で

記
録
し
、
更
に
後
か
ら
そ
の
時

の
情
報
を
追
記
す
る
。
感
じ
た

こ
と
や
気
に
な
っ
た
こ
と
を
後

で
書
き
加
え
る
こ
と
で
新
し
い

発
見
や
問
題
点
が
見
つ
か
る
こ

と
が
あ
る
。
過
去
の
記
録
と
比

べ
て
相
手
方
の
背
景
や
気
持
ち

の
変
化
を
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
る
。
文
字
に
す
る
こ
と
で
ク

リ
ア
に
な
る
こ
と
は
多
い
。

　
電
話
対
応
も
、
前
回
の
会
話

記
録
を
参
考
に
「
こ
の
間
は
、

○
○
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
後
ど
う
で
す
か
？
」

と
継
続
し
た
会
話
を
持
つ
よ
う

に
す
る
。
相
手
方
は
忘
れ
て
い

て
も
、
こ
ち
ら
は
ほ
っ
た
ら
か

し
に
は
し
て
い
ま
せ
ん
よ
」
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
る

こ
と
が
重
要
と
述
べ
た
。

　
南
氏
の
解
説
の
後
、
参
加
者

か
ら
質
問
や
意
見
が
活
発
に
述

べ
ら
れ
、
交
流
を
深
め
た
。

　
協
会
は
11
月
5
日
に
舞
鶴
共

済
病
院
医
療
管
理
課
長
の
南
達

也
氏
を
講
師
に
迎
え
て
「
医
療

メ
デ
ィ
エ
ー
タ
と
し
て
の
経
験

〜
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
裏

側
〜
」
の
テ
ー
マ
で
医
療
安
全

担
当
者
交
流
会
を
開
催
し
た
。

出
席
は
32
人
。

　
ま
ず
南
氏
は
、
医
療
メ
デ
ィ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
歴
史
を
解
説
。

1
9
7
0
年
に
イ
ギ
リ
ス
で
ス

タ
ー
ト
し
、
日
本
で
は
05
年
か

ら
研
修
が
始
ま
っ
た
。
メ
デ
ィ

エ
ー
タ
は
、
患
者
側
と
医
療
者

側
（
病
院
側
）
の
ど
ち
ら
に
も

偏
ら
な
い
「
や
じ
ろ
べ
え
」
の

よ
う
な
不
偏
性
の
立
場
で
、
双

方
の
対
話
を
促
進
し
、
相
互
の

情
報
共
有
を
深
め
、
誤
解
や
疑

問
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
調
整
支

援
す
る
の
が
役
割
と
な
る
。

　
患
者
さ
ん
に
寄
り
添
い
、

し
っ
か
り
気
持
ち
を
受
け
止

め
、
病
院
側
と
の
調
整
を
図
れ

ば
、
こ
れ
ま
で
弱
い
立
場
だ
と

思
っ
て
い
た
患
者
さ
ん
側
に

と
っ
て
も
心
強
い
存
在
に

な
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
方
、
担
当
者
と
し
て

は
、
何
よ
り
も
自
分
が
疲

弊
し
な
い
。
メ
デ
ィ
エ
ー

タ
の
役
割
は
事
象
の
解
決

で
は
な
く
、
双
方
の
関
係

構
築
で
あ
り
、
事
案
の
中

心
に
立
た
ず
、
客
観
的
に

紛争対応の心構えの一助に

医療メディエータの心得伝授

　
日
本
医
療
安
全
調
査
機
構
は

12
月
9
日
、
10
月
か
ら
始
ま
っ

た
医
療
事
故
調
査
制
度
で
11
月

中
に
26
件
（
診
療
所
2
件
、
病

院
24
件
）
の
医
療
事
故
報
告
を

受
け
付
け
た
と
発
表
し
た
。
10

月
分
で
取
り
下
げ
の
報
告
が
1

件
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
累
計
で

45
件
と
な
っ
た
。
医
療
事
故
調

査
報
告
（
院
内
調
査
結
果
）
件

数
も
1
件
あ
っ
た
。

　
診
療
科
別
の
主
な
内
訳
は
内

科
5
件
、
消
化
器
科
3
件
、
外

科
3
件
、
脳
神
経
外
科
3
件
、

産
婦
人
科
3
件
で
あ
っ
た
。

　
相
談
件
数
は
1
6
0
件
（
累

計
4
1
0
件
）
で
あ
っ
た
。
内

容
に
よ
る
集
計
で
は
1
9
0

件
（
複
数
計
上
）
で
、
相
談
内

容
の
内
訳
は
、
支
援
の
求
め
方

に
関
す
る
こ
と
を
含
め
た
「
院

内
調
査
」
に
関
す
る
相
談
45
件

（
24
％
）、「
医
療
事
故
報
告
の

範
囲
や
そ
の
判
断
」
に
関
す
る

相
談
41
件
（
21
％
）、
相
談
や

報
告
の
「
手
続
き
」
に
関
す
る

内
容
38
件
（
20
％
）、「
セ
ン

タ
ー
調
査
」
に
関
す
る
内
容
10

件
（
5
％
）、
再
発
防
止
1
件

（
1
％
）、
そ
の
他
55
件
（
29

％
）
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
他
に
は
、
制
度
開
始
前

の
死
亡
事
例
等
、
明
ら
か
な
対

象
外
の
事
例
に
つ
い
て
、
対
象

と
な
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
い

合
わ
せ
が
22
件
含
ま
れ
て
い
た
。

11
月
の
事
故
報
告
件
数
26
件

医
療
安
全
調
査
機
構
が
発
表

　
協
会
は
今
年
8
月
、
有
床
診

療
所
を
対
象
に
「
医
業
継
承
に

係
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
実

施
し
た
。
全
国
的
に
減
少
傾
向

に
あ
る
有
床
診
療
所
が
抱
え
る

問
題
点
の
一
つ
と
し
て
「
医
業

継
承
」
を
捉
え
、
京
都
府
内
の

有
床
診
療
所
の
実
態
を
把
握
す

る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
た
。

回
答
し
た
有
床
診
療
所
の
半
数

以
上
が
、
医
業
継
承
に
係
る
何

ら
か
の
悩
み
を
抱
え
て
い
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。
本
内
容
に
つ

い
て
は
今
年
9
月
、
渡
邉
賢
治

副
理
事
長
が
、
保
団
連
病
院
・

有
床
診
療
所
セ
ミ
ナ
ー
で
報
告

し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
京
都
府

内
で
入
院
基
本
料
を
届
け
出
て

い
る
（
稼
働
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
）
有
床
診
療
所
の
所

長
・
院
長
を
対
象
に
実
施
（
55

診
療
所
）。
21
診
療
所
か
ら
回

答
が
寄
せ
ら
れ
た
（
回
収
率
は

38
％
）。
調
査
は
2
0
1
5
年

8
月
17
日
〜
9
月
7
日
に
か
け

て
実
施
。
郵
送
に
よ
り
送
付

し
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
に
よ
り
回
収
し
た
。

　
産
婦
人
科
か
ら
の
回
答
が
最

も
多
く
14
診
療
所
、
67
％
を
占

め
た
。
続
い
て
、
内
科
、
眼
科

が
続
い
た
（
い
ず
れ
も
2
診
療

所
、
9
％
）。
回
答
は
す
べ
て

男
性
か
ら
で
、
50
歳
代
が
最
も

多
く
8
診
療
所
（
38
％
）、
次

い
で
60
歳
代
（
6
診
療
所
、
29

％
）
で
あ
っ
た
。

　
継
承
の
経
験
に
つ
い
て
は
、

約
半
数
に
あ
た
る
10
診
療
所

（
48
％
）
が
こ
れ
ま
で
に
経
験

し
て
お
り
（
図
表
1
）、「
子
」

へ
の
継
承
が
最
も
多
く
（
7
診

療
所
、
70
％
）（
図
表
2
）、
継

承
に
よ
り
診
療
科
が
変
わ
っ
た

ケ
ー
ス
は
な
か
っ
た
。

　
今
後
の
継
承
に
つ
い
て
は
、

決
ま
っ
て
い
る
診
療
所
が
6
診

療
所
（
28
％
）
で
、
決
ま
っ
て

い
な
い
診
療
所
が
13
診
療
所

（
62
％
）
と
、
決
ま
っ
て
い
な

い
診
療
所
の
方
が
多
か
っ
た

（
図
表
3
）。
決
ま
っ
て
い
る
場

合
の
継
承
予
定
者
は
、
す
べ
て

「
子
」
で
あ
っ
た
。

　
医
療
継
承
に
お
け
る
悩
み
を

尋
ね
た
（
複
数
回
答
）
と
こ

ろ
、
14
診
療
所
（
67
％
）
が
何

ら
か
の
悩
み
が
あ
る
と
回
答
し

て
お
り
、「
法
的
手
続
き
、
税

制
上
の
処
理
」「
継
承
者
の
確

保
」「
病
床
の
保
持
、
確
保
」

の
順
に
多
か
っ
た
。

　
そ
の
他
、
有
床
診
療
所
に
係

る
点
数
が
低
く
、
診
療
報
酬
の

医
業
継
承
の
問
題
浮
き
彫
り
に

有
床
診
向
け
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

引
き
上
げ
を
求
め
る
意
見
が

あ
っ
た
他
、
後
継
者
を
含
め
た

医
師
確
保
の
困
難
さ
、
ス
プ
リ

ン
ク
ラ
ー
設
置
義
務
化
等
を
問

題
視
す
る
意
見
も
寄
せ
ら
れ

た
。
協
会
で
は
今
回
得
ら
れ
た

結
果
を
基
に
、
有
床
診
療
所
対

策
に
も
さ
ら
に
力
を
入
れ
て
い

　
協
会
は
12
月
10
日
、
病
床
機

能
分
化
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
医

療
政
策
セ
ミ
ナ
ー
」
を
、
会
員

病
院
の
院
長
、
看
護
部
長
、
事

務
長
を
対
象
に
開
催
。
39
人
の

病
院
管
理
職
ら
が
出
席
し
た
。

　
渡
邉
賢
治
副
理
事
長
の
あ
い

さ
つ
の
後
、
セ
ミ
ナ
ー
前
半
は

「
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供

体
制
改
革
と
し
て
の
病
床
機
能

分
化
」
と
題
し
、
政
策
部
会
事

務
局
が
解
説
。
医
療
制
度
改
革

の
一
環
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い

る
地
域
医
療
構
想
策
定
に
つ
い

て
、
そ
の
位
置
づ
け
や
、
地
域

医
療
構
想
調
整
会
議
が
開
か
れ

る
な
ど
、
京
都
府
に
お
け
る
策

定
作
業
の
進
捗
状
況
を
説
明
し

た
。
ま
た
地
域
医
療
構
想
の
先

に
は
「
保
健
医
療
2
0
3
5
」

に
代
表
さ
れ
る
、
さ
ら
な
る
制

度
改
革
メ
ニ
ュ
ー
が
準
備
さ
れ

て
い
る
と
し
て
警
鐘
を
鳴
ら
し

た
。

　
後
半
は
保
険
部
会
事
務
局

が
、
病
床
機
能
分
化
に
係
る
16

年
度
診
療
報
酬
改
定
メ
ニ
ュ
ー

に
つ
い
て
報
告
し
た
。
す
で
に

社
会
保
障
審
議
会
で
は
改
定
の

基
本
方
針
が
ま
と
め
ら
れ
、
こ

れ
ま
で
の
改
定
を
踏
襲
し
て
は

い
る
も
の
の
文
言
は
非
常
に
厳

し
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
7

対
1
入
院
基
本
料
の
要
件
強
化

に
加
え
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病

棟
の
ア
ウ
ト
カ
ム
評
価
の
強

化
、
慢
性
期
に
お
い
て
も
療
養

病
棟
の
医
療
区
分
変
更
、
障
害

者
病
棟
等
か
ら
の
脳
卒
中
患
者

の
完
全
な
対
象
除
外
化
等
が
準

備
さ
れ
て
い
る
等
と
説
明
し
た
。

　
さ
ら
に
協
会
の
医
師
賠
償
責

任
保
険
制
度
等
、
病
院
の
経

営
・
管
理
に
役
立
つ
情
報
も
提

供
し
た
。
協
会
で
は
時
宜
を
得

た
内
容
で
、
今
後
も
病
院
管
理

者
向
け
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

て
い
く
予
定
で
あ
る
。

き
た
い
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

ご
協
力
い
た
だ
い
た
診
療
所
に
お
い
て
は
、
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
お
礼
申
し
上
げ
る
。

病床機能分化の行方を注視

協会「医療政策セミナー」開く

第190回定時代議員会
　京都府保険医協会は第190回定時代議員会を開催します。代議員
の方はぜひご出席下さい。代議員が欠席の場合は、予備代議員の出
席をお願いします。
　また、京都府保険医協会議事規定第4章第21条により、代議員が
議案を提出される場合は、同規定に定められた手続きでご提出下さ
い。議案書は代議員会開催前に先生のお手元に届くよう準備中です。

日　時　2016年1月28日（木） 午後2時15分～4時
場　所　京都税理士会館（京都市中京区麩屋町御池上ル上白山町258－2）
　　　　☎075－222－2311
議　題　 ①2015年度上半期活動報告
　　　　②2015年度下半期重点活動計画　　③決議採択、等

相
互
理
解
の
支
援
役
と
な
る
メ

デ
ィ
エ
ー
タ
に
つ
い
て
語
る
南
氏

図表１　医業継承経験の有無
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あり　48%

どちらかと
いうと反対
14%

なし　52%

図表２　継承者について
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子　70%

兄弟姉妹 0%

妻又は夫 0% 他人 0%

その他
 20%

親戚 10%

図表３　今後の継承における継承者について
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決まっている
28%

医業継承を考えていない 5%

その他 0% 無回答 5%

決まっていない　62%決まっていない　62%
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　10月５日を期して、日本に住民票のあるすべての
個人に12桁の番号が振られた。マイナンバーの付番
である。この新しい番号は、唯一無二のものとさ
れ、一生変わらない番号であり、死んでも永久欠番
とされ、離脱不可能な番号制度である。しかも、こ
の番号は行政機関が利用することを前提としてお
り、スタート時点では社会保障と税、それに災害に
利用を限定しているはずが、番号法施行前の異例な
法改正で預金口座のほか医療分野の一部（予防接種
とメタボ検診）に利用範囲が拡げられ、条例によっ
て地方自治体独自に利用が拡大できる道が開かれる
など、将来にわたって利用拡大の可能性が高いとい
う共通番号（国民背番号）システムであることか
ら、国民のプライバシー保護との関係で議論は続き
そうである。実際、制度発足直後から事件が頻発し
ており不安は尽きない。番号通知が始まったこの時
期に、税務手続との関係をみておきたい。

事業者に番号と本人確認の負担
　この制度の難点は、行政が使う番号であるが、納
税者・国民の負担を前提としている点である。番号
法の大原則は、他人に番号を提供してはならない、
他人の番号の提供を求めてはならない、である。そ
して、個人番号は公開されない。だが、事業者は、
従業員のほか一定の取引先にも番号提供を求めるも
のとされ、その保管から廃棄までの管理負担が強い
られる。番号通知カードは一方的に送付されるが、
個人番号カードの請求は任意である。とはいえ、番
号抜きで今後生活が可能なのかは疑わしい。事業者
は、番号提供を求めるにあたっては、番号の確認と
本人確認（実物確認）をしなければならない。その
理由は、米国や韓国で頻発している「なりすまし犯
罪」を抑制しようとしたためという。面倒な要求で
ある。

番号不記載は可能か
　番号制に不安を持つ人々にとっては、可能な限り
この番号を使用したくないと考えるだろう。税務手
続に関して個人が番号を使用するシーンは、例え
ば、所得税確定申告書の提出の際である。平成28年
分から（したがって平成29年明けから）申告書にマ
イナンバーの記入が求められる。番号を記入せずに
申告書を提出したら受理されないのだろうか。
　税務署窓口では、空欄を指摘され、まずは記入を
求められるだろう。実は、番号法の制定と同時に税
法改正がなされていて、例えば、国税通則法124条
の条文見出しは、「書類提出者の氏名、住所及び番
号の記載等」と改正されている。税務署長に申告
書・申請書・届出書等の書類を提出する際は、住
所・氏名に加えて番号を記載することとされた。番
号記載を義務化したわけである。しかし、条文に

は、「番号（番号を有しない者にあつては、その氏
名及び住所又は居所）」とあり、番号がない場合は
書きようがないから記載不要とされているのであ
る。ということは、もともと空欄がありうることに
なる。国税庁HPのFAQは、「個人番号・法人番号
の記載がないことをもって、税務署が書類を受理し
ないということはありません」としている。そし
て、不記載や誤記載に対する罰則はない。
　では、郵送であればどうだろう。現在でも、未記
載や押印漏れの申告書でも受理されているのである
から、番号不記載をもって収受されないということ
はあり得ない。税務署にとっては、申告書を提出し
てもらうことが第一だからである。そうでなければ
申告納税制度が崩れてしまいかねない。

番号提供拒否には？
　事業者が、従業員や取引先から提供拒否された場
合はどうしたらよいであろうか。税務職員に対し、
「番号を書かなくてもいいか」と聞けば、「結構です
よ」との答えは返ってこないであろう。記載が義務
である以上は、あくまで書いてくださいとしか言え
まい。
　この点について国税庁のFAQは、「個人番号の提
供を受けられない場合でも、安易に個人番号を記載
しないで書類を提出せず、個人番号の記載は、法律
（国税通則法、所得税法等）で定められた義務であ
ることを伝え、提供を求めてください」と厳しい。
しかし、「それでもなお、提供を受けられない場合
は、提供を求めた経過等を記録、保存するなどし、
単なる義務違反でないことを明確にしておいてくだ
さい」ともあり、強制はできないことが明らかにさ
れている。加えて、「個人番号の記載がないことを
もって、税務署が書類を受理しないということはあ
りません」と番号空欄の書類の受理が明示されてい
る。

税理士による番号収集
　事業者は他人の番号を例外的に収集できることと
されている。しかし、税理士は税務書類作成を独占
的業務とするものであるが、顧客の番号はもとよ
り、顧客が収集した番号を利用できなければ困る。
どのような関係になるのであろうか。
　番号法は、「何人も、……他人（自己と同一の世
帯に属する者以外の者をいう。第20条において同
じ。）に対し、個人番号の提供を求めてはならない」
（同法15条）としている。番号法は特定個人情報の
提供を制限しているが、「特定個人情報の取扱いの
全部若しくは一部の委託又は合併その他の事由によ
る事業の承継に伴い特定個人情報を提供するとき」
（同法19条５号）に該当すれば、税理士等はその顧
客の従業員等の個人番号の提供を求めることができ

る。税理士等への業務委託であるから、例えば、税
理士等が源泉徴収票の作成事務を行う場合、委託者
である顧客は、「委託を受けた者に対する必要かつ
適切な監督を行わなければならない」（同法11条）
とされているから、顧客側は委託先である税理士等
の「設備、技術水準、従業者に対する監督・教育の
状況、その他委託先の経営環境等をあらかじめ確認
しなければならない」こととされていて、委託契約
内容についても、特定個人情報保護委員会ガイドラ
インが事細かく指定している。

源泉徴収票等への番号記載の変更
　所得税の源泉徴収票は、各人別に２通作成し、翌
年１月31日までに、１通を税務署長に提出し、他の
１通を従業員本人に交付しなければならない。番号
法制定に際し、税務署提出用の源泉徴収票には、本
人及び控除対象配偶者や控除対象扶養親族の個人番
号のほか支払者の個人番号・法人番号を記載させる
が、受給者交付用には支払者の番号記載は不要とさ
れた（所得税法施行規則93条１項）。しかし、これ
はおかしな省令である。マイナンバー制度は、行政
機関等に書面を提出する場面で番号記載を求めるの
だから、本人交付用書類に番号を書かせるのは番号
法が特定個人情報の提供を制限していることに反す
るのではないか、という疑問があった。日税連のガ
イドブックは、「本人交付用の給与所得源泉徴収票
を所得証明等のために民間事業者に提出する際に
は、個人番号部分を印刷しないか、復元できない程
度にマスキングする等の工夫が必要となります」と
記述していた。
　ところが、番号法施行寸前の10月２日（金）、国
税庁はHPに、「本人へ交付する源泉徴収票や支払
通知書等への個人番号の記載は必要ありません！」
との情報を掲載し、この日、所得税法施行規則等の
改正が行なわれたことを知らせている。法施行ギリ
ギリまで、混乱が続いていることを示している。

　11月に入り、「マイナンバー」の通知カードの配達が本格化したが、40
都道府県の約510万通もの配達が12月にずれ込んでいるとの報道がされて
いる。会員医療機関においては、マイナンバー制度にどう対応すべきか、
不安に思われているところも多いと思う。そこで本紙では、2015年11月15
日号『税理士新聞』－税論卓説の「動き出したマイナンバー制度と税務手

続」の全文を転載。保団連近畿ブロック会議の講師や日頃税務に関する資
料提供等でアドバイスいただいている岡田俊明税理士が、税理士の立場か
らマイナンバー制度の問題点を指摘しつつ、実務的な税務手続対応につい
て分かり易く解説している。先にお送りしている保団連発行の11月15日号
『全国保険医新聞』と併せて、大いに参考いただきたい。

動き出したマイナンバー制度と税務手続解 

説

青山学院大学大学院博士後期課程修了
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し
、
そ
れ
に
よ
り
身
体
全
体
が

痺
れ
全
身
不
随
状
態
に
な
っ
た

と
し
て
、
調
停
を
申
し
立
て
、

数
千
万
円
を
請
求
し
て
き
た
。

　
医
療
機
関
側
と
し
て
は
、
病

状
に
つ
い
て
複
数
回
に
わ
た
り

患
者
お
よ
び
親
族
に
説
明
を
し

て
き
た
が
、
2
回
目
の
追
加
手

術
の
提
案
を
拒
否
さ
れ
た
。
仮

に
追
加
手
術
を
施
行
し
て
い
れ

ば
患
者
の
状
態
は
改
善
し
た
と

考
え
る
。
ま
た
、
患
者
は
現
時

点
で
も
独
歩
可
能
で
握
力
も
良

好
な
こ
と
か
ら
、
手
術
に
よ
り

身
体
全
体
が
痺
れ
全
身
不
随
状

態
に
な
っ
た
と
の
主
張
は
事
実

に
反
す
る
。
今
回
は
患
者
側
の

理
解
不
足
に
よ
る
誤
解
と
し
て

医
療
過
誤
を
否
定
し
た
。

　
紛
争
発
生
か
ら
解
決
ま
で
約

2
年
3
カ
月
間
要
し
た
。

〈
問
題
点
〉

　

診
断
・
適
応
・
手
技
・
説

明
・
事
後
処
置
に
医
療
過
誤
は

認
め
ら
れ
な
い
。
ミ
エ
ロ
Ｃ
Ｔ

検
査
で
は
、
Ｃ
3
椎
体
後
下
縁

と
脊
髄
と
の
間
に

は
脳
脊
髄
液
に
よ

る
隙
間
が
見
え
る

の
で
脊
髄
を
直
接

圧
迫
し
て
悪
化
し

た
像
に
は
見
え

ず
、
術
前
か
ら
の

脊
髄
障
害
の
経
過
の
範
囲
内
の

可
能
性
も
あ
っ
た
。

〈
顛
末
〉

　
調
停
不
調
後
に
、
患
者
側
か

ら
の
ク
レ
ー
ム
が
途
絶
え
て
久

し
く
な
っ
た
の
で
、
立
ち
消
え

解
決
と
み
な
さ
れ
た
。

　
Ｑ
、
在
宅
時
医
学
総
合
管
理

料
を
算
定
し
て
い
る
患
者
に
対

し
て
、
膀
胱
の
留
置
カ
テ
ー
テ

ル
の
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
レ

セ
プ
ト
の
「
40
処
置
」
欄
で

「
留
置
カ
テ
ー
テ
ル
設
置
」
と

「
膀
胱
留
置
用
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ

ブ
ル
カ
テ
ー
テ
ル
2
管
一
般

（
Ⅱ
）」
を
請
求
し
た
と
こ
ろ
、

両
方
査
定
さ
れ
ま
し
た
。
以
前

は
算
定
で
き
て
い
た
の
に
、
何

故
で
す
か
。

　
Ａ
、
15
年
6
月
30
日
に
厚
労

省
が
出
し
た
「
疑
義
解
釈
資
料

の
送
付
に
つ
い
て
（
そ
の
14
）」

で
「
在
宅
時
医
学
総
合
管
理
料

を
算
定
す
る
月
は
、
在
宅
寝
た

き
り
患
者
処
置
指
導
管
理
料
は

別
に
算
定
で
き
な
い
が
、
在
宅

寝
た
き
り
患
者
処
置
指
導
管
理

料
に
含
ま
れ
る
処
置
（
薬
剤
及

び
特
定
保
険
医
療
材
料
に
係
る

費
用
を
含
む
）
も
別
に
算
定
で

き
な
い
の
か
」
と
い
う
問
い
に

対
し
て
「
算
定
で
き
な
い
」
と

の
解
釈
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
つ

ま
り
、
在
医
総
管
算
定
時
は
処

置
指
導
管
理
料
が
含
ま
れ
る
の

で
、
処
置
指
導
管
理
料
に
含
ま

れ
て
い
る
処
置
料
と
処
置
に
用

い
た
薬
剤
料
、
材
料
料
は
、
レ

セ
プ
ト
「
40
処
置
」
欄
で
算
定

で
き
な
い
と
い
う
解
釈
で
す
。

こ
れ
が
理
由
だ
と
思
わ
れ
ま

す
。 

　
た
だ
し
、
処
置
指
導
管
理
に

使
用
し
た
薬
剤
料
、
材
料
料

は
、
従
来
通
り
「
⑭
在
宅
」
欄

で
請
求
で
き
ま
す
。
本
事
例
で

は
「
膀
胱
留
置
用
デ
ィ
ス
ポ
ー

ザ
ブ
ル
カ
テ
ー
テ
ル
2
管
一
般

（
Ⅱ
）」
を
支
給
し
た
場
合
、

「
⑭
在
宅
」
欄
で
請
求
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
恒
例
の
文
化
ハ
イ
キ
ン
グ
を
10
月
25
日
に
東
山
界
隈
に

て
開
催
。
蹴
上
・
南
禅
寺
方
面
を
巡
っ
た
。
参
加
者
は
総

勢
18
人
。
以
下
、
参
加
記
を
掲
載
す
る
。

　
急
に
肌
寒
く
な
っ
た
秋
の
日

に
、
恒
例
の
文
化
ハ
イ
キ
ン
グ

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
明
る
く
す
っ
き
り
し
た
青
空

の
広
が
る
良
い
天
気
で
、
気
持

ち
も
浮
き
立
ち
ま
す
。
ま
ず

は
、
ね
じ
り
ま
ん
ぽ
※
、
イ
ン

ク
ラ
イ
ン
、
琵
琶
湖
疏
水
記
念

館
へ
と
向
か
い
ま
す
。
こ
の
辺

り
は
用
事
で
よ
く
通
る
の
で
、

見
慣
れ
た
景
色
で
す
が
、
や
は

り
講
師
の
脇
野
先
生
の
解
説
を

お
聞
き
し
ま
す
と
、
い
つ
も
の

風
景
が
よ
り
一
層
興
味
深
い
も

の
に
感
じ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
建

築
物
は
、
明
治
維
新
後
、
東
京

遷
都
の
た
め
に
急
に
寂
れ
て
い

く
京
都
の
行
く
末
を
危
惧
し
た

（
50
歳
代
後
半
男
性
）

〈
事
故
の
概
要
と
経
過
〉

　
頚
椎
椎
間
板
ヘ

ル
ニ
ア
（
Ｃ
3
／

4
）、
頚
椎
症
性

脊
髄
症
、頚
椎
後

縦
靱
帯
骨
化
症

（
Ｃ
6
）
で
入

院
。
第
4
頚
椎
か

ら
第
6
頚
椎
の
椎
体
を
切
除

し
、
第
3
頚
椎
と
第
7
頚
椎
の

間
に
腓
骨
を
移
植
し
プ
レ
ー
ト

固
定
す
る
手
術
を
施
行
し
た
。

術
後
、
症
状
は
改
善
し
て
歩
行

も
ス
ム
ー
ズ
と
な
っ
た
が
、
約

1
カ
月
経
っ
て
か
ら
、
術
前
と

同
様
の
状
態
で
痺
れ
等
が
発
症

し
た
と
訴
え
た
。

　
患
者
側
は
、
第
3
頚
椎
の
脆

弱
性
に
よ
り
そ
れ
と
移
植
骨
で

あ
る
腓
骨
を
プ
レ
ー
ト
固
定
す

る
た
め
の
ネ
ジ
を
確
実
に
受
け

止
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

の
で
、
第
3
頚
椎
椎
体
が
や
や

屈
曲
方
向
に
固
定
し
て
、
同
後

下
縁
で
脊
髄
を
圧
迫
す
る
結
果

と
な
っ
た
。
手
術
過
誤
を
主
張

　
日
本
は
独
立
し
た
近
代
的
法
治
国

家
と
思
わ
れ
て
い
る
。
近
代
国
家
に

お
け
る
法
の
体
系
は
、
憲
法
を
そ
の

頂
点
と
し
、
そ
の
下
に
法
律
、
条
例

な
ど
の
法
規
範
が
置
か
れ
る
こ
と
で

成
り
立
っ
て
い
る
（
憲
法
体
系
）。

し
か
し
日
本
に
お
け
る
法
の
体
系

は
、
そ
れ
と
は
別
に
日
米
安
保
条
約

を
そ
の
頂
点
に
、
そ
の
下
に
日
米
地

位
協
定
、
刑
事
・
民
事
特
別
法
な
ど

の
特
別
法
が
置
か
れ

る
法
体
系
（
安
保
法

体
系
）
が
併
存
し
て

い
る
。
そ
し
て
安
保

法
体
系
が
、
憲
法
体

逸
脱
し
て
い
る
が
）
国
際
の
平
和
及

び
安
全
の
維
持
」
の
た
め
に
基
地
を

使
用
し
、
軍
事
活
動
を
す
る
こ
と
を

認
め
て
い
る
が
、
そ
れ
は
憲
法
9
条

〜
国
権
の
発
動
た
る
戦
争
と
、
武
力

に
よ
る
威
嚇
又
は
武
力
の
行
使
は
、

国
際
紛
争
を
解
決
す
る
手
段
と
し
て

は
、
永
久
に
こ
れ
を
放
棄
し
、
陸
海

空
軍
そ
の
他
の
戦
力
は
、
こ
れ
を
保

持
し
な
い
と
定
め
た
国
の
原
則
と
深

刻
な
矛
盾
を
は
ら
ん
で
い
る
（
砂
川

事
件
に
お
い
て
最
高
裁
は
、
統
治
行

為
論
と
し
て
憲
法
判
断
を
回
避
し
た

〜
安
保
法
体
系
を
違
憲
審
査
の
枠
の

外
に
置
い
て
し
ま
っ
た
）。

　
日
米
間
に
は
日
米
安
保
条
約
、
そ

し
て
そ
の
具
体
化
と
し
て
の
日
米
地

位
協
定
が
存
在
す
る
。
し
か
し
、
こ

の
地
位
協
定
は
基
本
的
に
は
近
代
的

法
治
国
家
に
お
け
る
法
の
支
配
に
抵

い
る
。
平
時
に
お
い
て
、
日
本
国
領

土
の
中
に
、
法
の
支
配
が
及
ば
な
い

の
は
、
憲
法
に
違
反
し
、
そ
し
て
何

よ
り
も
真
の
独
立
国
と
し
て
認
め
が

た
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
（
主
題

に
関
す
る
い
く
つ
か
の
文
献
を
参
考

に
書
か
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
書
く

べ
き
こ
と
は
な
お
多
く
、
機
会
が
あ

れ
ば
改
め
て
取
り
上
げ
て
み
た
い
）。

 

（
政
策
部
会
・
飯
田 

哲
夫
）

触
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
地
位
協
定
は
「
絶
対
主
権
免
除

法
理
」（
半
世
紀
以
上
前
の
考
え
方
）

〜
派
遣
国
（
米
国
）
の
軍
隊
に
は
、

そ
の
受
け
入
れ
国
（
日
本
）
の
司

法
・
行
政
権
は
及
ば
な
い
〜
に
基
づ

い
て
い
る
。
こ
れ
は
独
立
し
た
国
と

し
て
は
現
代
で
は
き
わ
め
て
ま
れ
で

あ
り
、
世
界
は
「
制
限
主
権
主
義
」

〜
派
遣
国
の
主
権
は
受
け
入
れ
国
に

よ
り
一
定
の
制
限
を

受
け
る
〜
が
、
当
の

米
国
を
は
じ
め
、
国

連
も
そ
れ
を
明
文
化

し
普
遍
的
に
な
っ
て

系
を
歪
め
て
い
る
の
が
現
実
で
あ

り
、
そ
れ
が
最
も
顕
著
に
現
れ
て
い

る
の
が
沖
縄
で
あ
ろ
う
。

　
憲
法
は
国
の
最
高
法
規
と
し
て
、

国
と
国
が
締
結
す
る
条
約
も
ま
た
、

憲
法
と
の
適
合
性
が
求
め
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
。
で
は
日
米
安
保
条
約
〜

日
本
の
安
全
保
障
の
た
め
に
米
軍
に

基
地
を
提
供
し
、
米
軍
は
「
極
東
に

お
け
る
（
現
実
に
は
極
東
の
範
囲
を 憲

法
・
沖
縄
・
基
地

北
垣
国
道
知
事
の
執
念
の
土
木

事
業
に
よ
る
も
の
で
、
特
に
水

力
発
電
施
設
は
、
日
本
初
で
あ

り
、
世
界
で
も
2
番
目
に
造
ら

れ
た
と
い
う
事
に
驚
き
、
ま
た

誇
り
に
思
い
ま
し
た
。

　
次
に
、
家
康
ゆ
か
り
の
寺
院

で
あ
る
金
地
院
を
特
別
拝
観
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
八
窓
の
茶

室
、
手
長
猿
が
池
に
映
っ
た
月

を
取
ろ
う
と
し
て
い
る
ユ
ニ
ー

ク
な
襖
絵
な
ど
、
趣
向
を
こ
ら

し
た
芸
術
を
間
近
に
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
南
禅
寺
本
坊

へ
向
か
う
途
中
、
疎
水
の
支
流

が
流
れ
る
水
路
閣
を
見
る
た
め

に
橋
の
上
に
登
っ
た
の
で
す

ら
、
赤
く
染
ま
り
出
し
た
も
み

じ
の
美
し
い
永
観
堂
へ
向
か
い

ま
し
た
。
廊
下
や
階
段
が
続
き

ど
ん
ど
ん
上
が
っ
て
い
く
と
、

京
都
の
町
が
見
渡
せ
る
ほ
ど
高

い
所
に
辿
り
着
き
、
思
い
が
け

ず
絶
景
を
堪
能
し
ま
し
た
。
ご

本
尊
の
見
返
り
阿
弥
陀
は
、
見

と
れ
る
ほ
ど
優
美
な
お
姿
で
し

た
し
、
手
入
れ
の
行
き
届
い
た

庭
で
は
外
国
人
観
光
客
が
何
枚

も
何
枚
も
紅
葉
の
写
真
を
撮
っ

て
お
り
、
日
本
の
美
を
わ
か
っ

て
も
ら
え
て
嬉
し
く
な
り
ま
し

た
。

　
今
回
は
、
狭
い
エ
リ
ア
に
見

ど
こ
ろ
が
ぎ
ゅ
っ
と
詰
ま
っ
て

い
て
、
あ
っ
と
い
う
間
の
6
時

間
で
し
た
。
参
加
で
き
て
本
当

に
楽
し
い
1
日
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
、
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
皆
さ
ま
、
あ

「
手
術
の
効
果
が
な
か
っ
た
！
」

医
師
の
説
明
を
聞
か
な
い
患
者

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

見
慣
れ
た
景
色
も
歴
史
が
刻
ま
れ

 

錦
秋
の
東
山
探
訪

秋
の
文
化
ハ
イ
キ
ン
グ
に
参
加
し
て

 

福
光 

恭
子
（
山
科
）

が
、
煉
瓦
造
り
の

水
路
は
、
激
し
い

水
流
に
耐
え
今
で

も
現
役
で
使
わ
れ

て
お
り
、
明
治
の

日
本
人
の
物
づ
く

り
の
心
意
気
に
感

動
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　
順
正
で
湯
豆
腐

料
理
を
楽
し
ん
だ

後
、
こ
の
辺
り
に

と
び
と
び
に
残
る

財
閥
の
別
荘
の
門

構
え
を
見
な
が

文化企画

※ 

歩
行
者
用
ト
ン
ネ
ル
で
ね
じ
っ
た
よ

う
に
斜
め
に
レ
ン
ガ
が
積
ん
で
あ
る

京響メンバーによるサロンコンサート
クラリネット五重奏で名曲を楽しむ

日　時  2 月28日（日）午後 2時30分～4時（開場：午後 2時）
場　所 京都府保険医協会・ルームＡ～Ｃ
演　奏 クラリネット：鈴木 祐子　　 ビ オ ラ：金本 洋子
 バ イ オ リ ン：山本 美帆　　 チ ェ ロ：城甲 実子
 バ イ オ リ ン：田村 安祐美
参加費 会員1,000円、会員外1,500円（茶菓付）
曲　目 ブラームス「クラリネット五重奏曲」 他
　※演奏終了後に、演奏者とのトークがあります。
　※ご家族・従業員の方の参加も歓迎いたします。お誘い合わせの上どうぞ。

お申し込み・お問い合わせは文化担当まで。
主　催 京都府保険医協会　　協　賛　（有）アミス

先着30人
要申込

在
宅
時
医
学
総
合
管
理
料
と
在
宅
寝
た
き
り
患
者

処
置
指
導
管
理
料
に
含
ま
れ
る
処
置
に
つ
い
て

金
地
院
で
記
念
撮
影

2 0 1 5 年 (平成 2 7 年) 1 2 月 2 0 日 第 2 9 5 0 号京 都 保 険 医 新 聞( 5 ) 毎月 5日･20日･25日発行

医
師
が
選
ん
だ

医
事
紛
争
事
例
31



ぜ
ひ
、ご
利
用
下
さ
い
！

　
協
会
は
専
門
家
対
応
に
よ
る

各
種
相
談
を
、
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
事
務
局
ま
で
お
申

込
み
下
さ
い
。

▽
法
律
▽
税
務
▽
雇
用
管
理
▽
建

築
▽
資
産
運
用
▽
廃
棄
物
処
理

※ 

専
門
家
は
複
数
人
の
中
か

ら
、
ご
希
望
の
方
を
お
選
び

い
た
だ
け
ま
す
。

※ 

先
生
の
ご
都
合
の
良
い
日
で

日
程
調
整
し
ま
す
。

※ 

相
談
は
無
料
（
た
だ
し
、
1

事
案
1
回
か
ぎ
り
）。
1
事

案
に
つ
き
、
1
回
の
無
料
相

談
を
超
え
て
の
ご
相
談
は
、

個
別
相
談
に
移
行
し
有
料
に

な
り
ま
す
。

　
大
久
保
生
男
氏
（
享
年
76
、

綴
喜
）
12
月
5
日
ご
逝
去
。

　
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
。

社 保 研

レポート

第657回（11/7）　日常診療における呼吸器疾患と保険上の留意点
講師：三菱京都中央病院　院長補佐兼呼吸器外科部長　京都府国保連合会　審査委員　山下 直己氏

多 彩 な 症 例 提 示 と 解 説
日 常 診 療 の 呼 吸 器 疾 患

　
今
回
は
国
保
審
査
委
員
で
も

あ
る
講
師
を
迎
え
て
社
会
保
険

研
究
会
を
開
催
。
日
常
よ
く
み

る
呼
吸
器
疾
患
の
症
例
検
討
に

各
疾
患
に
関
連
す
る
保
険
審
査

上
の
留
意
点
を
交
え
た
内
容
で

あ
っ
た
。

　
①
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
に
合
併
し
た
肺

炎
球
菌
肺
炎
、
②
広
範
囲
に
斑

点
状
の
陰
影
が
み
ら
れ
る
モ
ラ

キ
セ
ラ
・
カ
タ
ラ
リ
ス
肺
炎
。

い
ず
れ
に
し
て
も
気
管
支
周
辺

の
経
気
道
的
に
炎
症
（
散
布

巣
）
が
み
ら
れ
る
の
が
肺
炎
の

特
徴
。
続
い
て
、
③
気
管
支
拡

張
症
で
緑
膿
菌
に
よ
る
細
気
管

支
炎
を
合
併
し
た
症
例
。
こ
の

よ
う
な
症
例
は
今
後
も
細
気
管

支
炎
を
繰
り
返
す
可
能
性
が
高

く
、
ク
ラ
リ
ス
ロ
マ
イ
シ
ン
の

少
量
長
期
投
与
を
行
う
こ
と
も

あ
る
。
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
に

お
け
る
Ｐ
Ｐ
Ｓ
Ｖ
23
と
Ｐ
Ｃ
Ｖ

13
の
関
係
に
つ
い
て
も
紹
介
さ

れ
た
。
④
結
核
で
右
上
葉
切
除

既
往
が
あ
る
肺
ア
ス
ペ
ル
ギ
ル

ス
症
。
診
断
に
用
い
る
ア
ス
ペ

ル
ギ
ル
ス
抗
原
は
、
侵
襲
性
ア

ス
ペ
ル
ギ
ル
ス
症
の
み
が
適
応

で
、
軽
症
の
ア
ス
ペ
ル
ギ
ロ
ー

マ
は
適
応
外
。
ま
た
ア
ス
ペ
ル

ギ
ル
ス
抗
体
は
保
険
未
収
載
。

⑤
結
核
性
胸
膜
炎
で
は
胸
水
に

よ
る
結
核
菌
群
核
酸
検
出
は
陽

性
と
な
る
と
は
限
ら
な

い
。
ま
た
、
治
療
効
果

を
み
る
た
め
に
は
胸
水

は
あ
ま
り
抜
か
ず
に
、

治
療
に
よ
り
胸
水
が
減

少
す
る
か
ど
う
か
を
み

た
ほ
う
が
効
果
が
よ
く

わ
か
る
。

　
⑥
間
質
性
肺
炎
の
急
性
増

悪
。
肺
炎
を
併
発
し
た
症
例
で

あ
る
。
改
善
後
も
間
質
性
肺
炎

の
レ
ン
ト
ゲ
ン
所
見
は
残
る
た

め
、
こ
の
病
態
を
把
握
し
た
う

え
で
な
い
と
、
な
か
な
か
肺
炎

併
発
の
診
断
は
難
し
い
。
⑦
薬

剤
性
間
質
性
肺
炎
も
し
ば
し
ば

経
験
さ
れ
る
疾
患
で
あ
る
。
突

然
発
症
す
る
の
で
怖
い
面
も
あ

る
が
、
ス
テ
ロ
イ
ド
が
よ
く
効

く
の
で
タ
イ
ミ
ン
グ
を
間
違
え

な
け
れ
ば
問
題
は
な
い
。
Ｃ
Ｔ

で
は
肺
全
体
に
間
質
性
陰
影
が

み
ら
れ
、
か
つ
気
道
系
と
は
関

係
が
な
い
点
が
特
徴
で
あ
る
。

た
だ
、
間
質
性
肺
炎
の
5
年
生

存
率
は
50
％
以
下
で
、
特
に
ス

テ
ロ
イ
ド
が
効
か
な
い
間
質
性

肺
炎
の
予
後
は
悪
い
。
診
断
に

用
い
る
Ｋ
Ｌ
―
6
、
Ｓ
Ｐ
―

Ａ
、
Ｓ
Ｐ
―
Ｄ
は
主
た
る
も
の

の
み
算
定
。
た
だ
、
ど
れ
が
適

し
て
い
る
か
は
測
っ
て
み
な
け

れ
ば
わ
か
ら
な
い
の
で
、
そ
れ

ぞ
れ
測
っ
て
み
て
気
に
な
る
検

査
で
追
い
か
け
る
と
い
う
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。

　
続
い
て
換
気
障
害
に
つ
い

て
。
気
管
支
喘
息
と
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ

が
あ
る
。
よ
く
似
て
い
る
面
も

あ
る
が
、
気
管
支
喘
息
は
可
逆

性
で
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
は
非
可
逆
性
で

あ
る
点
が
異
な
る
。
気
管
支
喘

息
の
最
近
の
話
題
は
呼
気
中
の

一
酸
化
窒
素
測
定
。
た
だ
測
定

機
器
は
高
額
で
あ
り
、
手
軽
に

実
施
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

⑧
気
管
支
喘
息
で
特
異
的
Ｉ
ｇ

Ｅ
が
ネ
コ
の
ケ
ー
ス
。
気
管
支

喘
息
の
フ
ロ
ー
・
ボ
リ
ュ
ー
ム

曲
線
は
呼
気
終
末
に
下
に
凸
に

な
る
の
が
特
徴
。
治
療
後
、
呼

吸
機
能
は
正
常
に
戻
っ
て
い

る
。
⑨
重
度
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の

ケ
ー
ス
。
フ
ロ
ー
・
ボ
リ
ュ
ー

ム
曲
線
は
す
ぐ
に
凸
に
な
っ
て

い
る
。
治
療
後
も
パ
タ
ー
ン
は

そ
れ
ほ
ど
よ
く
な
ら
な
い
。
Ｃ

Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
90
％
以
上
は
喫
煙
が

原
因
で
あ
る
。
気
管
支
喘
息
、

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
に
対
す
る
吸
入
療
法

に
つ
い
て
は
、
薬
剤
の
適
応
に

注
意
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
必

要
。
フ
ロ
ー
ボ
リ
ュ
ー
ム
カ
ー

ブ
等
の
換
気
力
学
的
検
査
は
、

気
管
支
喘
息
に
対
す
る
吸
入
薬

の
効
果
判
定
の
た
め
に
、
吸
入

前
後
に
そ
れ
ぞ
れ
算
定
で
き

る
。
た
だ
し
肺
気
量
分
画
は
1

回
の
み
の
算
定
と
な
る
。

　
以
上
が
講
演
前
半
の
大
ま
か

な
概
要
で
、
後
半
で
は
嚢
胞
性

疾
患
や
腫
瘍
性
疾
患
が
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
。
本
講
演
で

は
、
審
査
に
関
す
る
情
報
も
含

め
て
、
多
彩
な
症
例
提
示
と
解

説
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
是

非
保
険
医
専
用
サ
イ
ト
の
配
信

動
画
で
実
際
の
内
容
を
ご
覧
頂

き
た
い
。
12
月
下
旬
に
当
日
資

料
も
含
め
て
ア
ッ
プ
の
予
定
で

あ
る
。
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
1
面
欄
外
を

ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

要申込
定員40人

と　き 2 月7日 （日）  午後４時～６時
　　　　※終了後、会費制の懇親会あり
ところ 京都府保険医協会・会議室
報　告 清水 聡氏（新京都南病院院長）
　「中小病院と今後の提供体制」に焦点をあて、新専門医制度が
医師の供給ラインと結びついていくこと、病床稼働率の低さか
ら経営が苦しくなっていることなど、中小病院の抱える困難に
ついて新京都南病院院長の清水聡先生からご報告いただき、今
後の提供体制を考える場としたいと存じます。中小病院の管理
者の方はぜひご参加下さい。

中小病院と今後の提供体制
第５回 開業医フォーラム

た
。
そ
の
父
も
母
も
裁
判
の
行

方
を
気
に
し
な
が
ら
勝
利
和
解

を
知
ら
な
い
ま
ま
死
亡
し
ま
し

た
」。「
い
ろ
い
ろ
な
事
を
言
わ

れ
た
り
圧
力
を
か
け
ら
れ
た
事

も
あ
っ
て
裁
判
な
ん
か
や
る
ん

じ
ゃ
な
か
っ
た
と
思
う
時
も

あ
っ
た
が
、
他
人
の
た
め
に
一

　
「
1
9
8
5
年
1
月
24
日
の

新
聞
を
見
た
時
で
す
。
ユ
ニ
チ

カ
の
元
レ
ー
ヨ
ン
部
労
働
者
労

災
申
請
、
10
行
ほ
ど
の
小
さ
な

記
事
で
し
た
。
そ
の
頃
主
人
は

病
気
で
、
脳
梗
塞
、
脳
血
栓
、

心
不
全
、
仮
性
球
麻
痺
等
の
病

名
を
つ
け
ら
れ
入
退
院
を
く
り

返
し
な
が
ら
三
年
が
経
っ
て
い

ま
し
た
。
助
か
っ
た
、
原
因
が

分
か
れ
ば
治
す
薬
も
あ
る
、
目

の
前
が
パ
ー
ッ
と
明
る
く
な
り

ま
し
た
」。「
こ
の
人
た
ち
（
支

援
者　
筆
者
注
）
と
の
出
会
い

が
私
を
百
八
十
度
変
え
て
、
世

の
中
本
当
に
正
し
い
の
は
何

か
、
し
っ
か
り
見
る
こ
と
を
教

え
ら
れ
ま
し
た
」。（
裕
谷
知
須

子
）

　
「
私
た
ち
患
者
と
家
族
は
和

解
し
た
こ
と
が
終
わ
り
で
は
な

く
、
こ
れ
か
ら
が
苦
し
み
、
悲

し
み
に
耐
え
て
生
き
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
…
…
皆
様
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
糧
と
し
て
な
る

べ
く
明
る
く
前
向
き
に
生
き
て

吉中 丈志（中京西部）

見つめ直そうつめ直そう

28

生
懸
命
頑
張
っ
て
く
れ
る
人
も

い
る
の
に
自
分
た
ち
の
こ
と
な

の
に
と
思
い
直
し
て
は
頑
張

り
、
ま
た
困
難
な
こ
と
に
出
会

う
と
や
め
よ
う
か
の
繰
り
返
し

で
し
た
」。「
お
金
よ
り
自
由
が

ほ
し
い
、自
由
に
な
り
た
い
」。

（
中
村
静
枝
）

（
既
出
）、
弁
護
士
で
は
吉
田
容

子
（
市
民
共
同
、
当
時
）、
大

脇
美
保
（
同
）、
村
松
い
づ
み

（
京
都
法
律
、
当
時
）
ら
が
活

躍
し
た
。

　
患
者
と
家
族
を
支
え
運
動
の

中
心
を
担
っ
た
人
に
清
水
良
子

氏
（
京
都
労
災
職
業
病
対
策
連

　
12
年
間
の
た
た
か
い
で
は
女

性
の
活
躍
が
印
象
的
だ
っ
た
。

原
告
の
た
た
か
い
は
妻
と
と
も

に
あ
っ
た
。
以
下
「
健
康
を
か

え
せ
」（
ユ
ニ
チ
カ
C
S
2
中

毒
裁
判
闘
争
報
告
集
）
か
ら
紹

介
す
る
。

　
「
パ
ー
ト
の
賃
金
で
家
族
4

人
生
活
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
当
時
、
子
供
は

高
校
生
と
中
学
生
で
し
た
。
他

の
家
庭
と
差
が
な
い
よ
う
に
、

父
親
が
障
害
者
だ
か
ら
こ
う
な

ん
だ
と
言
わ
れ
な
い
よ
う
に

と
、
色
々
と
気
を
つ
か
っ
て
き

ま
し
た
」。「
一
日
も
長
く
生
き

た
い
」。（
永
富
絹
枝
）

　
「
親
、
兄
弟
、
親
戚
に
頼
ん

で
守
る
会
に
も
入
会
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
母
が
集
金
し
父
が

ま
と
め
て
送
っ
て
く
れ
ま
し

絡
会
議
事
務
局
長
、
当

時
）
が
い
た
。「
認
定

ま
で
の
間
に
精
神
的
な

重
圧
に
潰
れ
そ
う
に

な
っ
て
自
殺
未
遂
を
起

こ
し
た
と
き
は
、
認
定

業
務
は
命
に
か
か
わ

る
、
も
っ
と
迅
速
に
と
い
う
従

来
の
私
た
ち
の
要
求
の
重
大
性

が
あ
ら
た
め
て
真
に
迫
っ
た
」

と
振
り
返
る
。「
担
当
官
が
こ

れ
は
認
定
さ
れ
る
べ
き
だ
と
思

え
る
真
実
性
を
示
す
た
め
に
…

言
葉
も
儘
な
ら
な
い
車
椅
子
の

患
者
を
押
し
立
て
…
泣
い
た

り
、
奇
声
を
発
し
た
り
の
患
者

に
監
督
署
長
が
視
線
を
向
け
ら

れ
な
い
よ
う
な
、
患
者
自
身
や

家
族
の
心
情
を
思
う
と
心
苦
し

い
場
面
も
」
あ
っ
た
が
、
そ
れ

に
よ
っ
て
「
認
定
が
だ
め
か
も

い
く
つ
も
り
で
お
り
ま
す
」。

（
福
垣
珠
代
）

　
「
主
人
は
私
達
家
族
に
色
々

な
思
い
出
を
沢
山
残
し
て
逝
き

ま
し
た
。
辛
か
っ
た
こ
と
、
悔

し
か
っ
た
こ
と
、
楽
し
か
っ
た

こ
と
、
一
度
に
は
と
て
も
話
し

き
れ
な
い
ほ
ど
の
思
い
出
と
な

り
ま
し
た
」。「（
労
基

署
交
渉
）
の
た
び
に
私

の
知
ら
な
い
人
ま
で
が

応
援
に
か
け
つ
け
て
下

さ
い
ま
し
た
。
な
か
に
は
仕
事

を
休
ん
で
来
て
く
だ
さ
っ
た
方

も
い
ま
す
。
世
の
中
に
は
こ
ん

な
に
親
切
な
人
が
大
勢
い
る
こ

と
に
大
変
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。

頑
張
る
勇
気
が
湧
い
き
て
、
ど

れ
ほ
ど
嬉
し
か
っ
た
か
し
れ
ま

せ
ん
」。（
藤
田
露
子
）

　
専
門
家
で
は
東
昌
子
医
師

活
躍
し
た
女
性

ユ
ニ
チ
カ
二
硫
化
炭
素
中
毒
裁
判
勝

利
の
つ
ど
い 

1
9
9
7
年

原
告
と
家
族
　
健
康
を
か
え
せ
よ
り

訃
　
報

し
れ
な
い
と
い
う
状
況
に
あ
っ

た
時
期
に
、
監
督
署
の
方
が
本

当
に
必
死
に
な
っ
て
く
れ
た
」

の
だ
と
言
う
。「
救
済
じ
ゃ
な

く
て
、
働
く
も
の
の
権
利
を
、

当
た
り
前
の
こ
と
を
主
張
し
続

け
る
と
い
う
こ
と
の
大
事
さ
み

た
い
な
も
の
を
す
ご
く
痛
感
し

て
い
ま
す
…
こ
の
人
た
ち
が
抱

え
る
看
護
の
問
題
な
ど
も
含
め

て
支
え
あ
っ
て
い
く
、
そ
う
い

う
体
制
を
さ
ら
に
強
め
て
い
か

な
い
と
い
け
な
い
」、
そ
う
述

べ
る
眼
差
し
は
優
し
か
っ
た
。

対談する清水良子さん
健康をかえせより

講
師
を
務
め
た
山
下
氏

基金
国保

９日
（土）

10日
（日） 労災

12日
（火）

○ ◎（※） ◎（※）

１月のレセプト受取・締切

○は受付窓口設置日、◎は締切日
受付時間：基金  ９時～17時30分
　　　　　国保  ８時30分～17時15分
　　　　　労災  ８時30分～17時15分
（※）オンライン請求　５～７日 ８時～21時
　　　　　　　　　　８～10日 ８時～24時

中小病院と今後の提供体制中小病院と今後の提供体制

　京都クレジットサービス㈱と提携しているゴールドカードは、京都府
保険医協会の会員は個人・家族・法人カードとも年会費は永久無料です。
　また、有利な特典も備えております。ぜひご入会をご検討下さい。
※ 本号に同封している申込書は個人カード用です。法人カード（個人診療所も
可）の申込書が必要な場合は、協会・経営部会までご連絡下さい。

 DCゴールドカードの
ご案内

年会費
永久無料

2 0 1 5 年 (平成 2 7 年) 1 2 月 2 0 日第 2 9 5 0 号 京 都 保 険 医 新 聞毎月 5日･20日･25日発行 ( 6 )

各
種
相
談
の
ご
案
内


